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新
た
な
時
代
を
目
指
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
は
農
業
改

良
普
及
事
業
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
職
員
一
同
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
２
月
か
ら
C

S

F
（
豚
コ
レ
ラ
）
の
連
続
発
生
、

５
月
に
は
豊
川
用
水
が
34
年
ぶ
り
に
枯
渇
、
７
月
は
平
年
の

６
割
程
度
の
日
照
不
足
、
９
月
に
入
り
相
次
ぐ
ス
ー
パ
ー
台

風
の
上
陸
、
９
月
、
10
月
と
観
測
史
上
最
も
高
い
月
平
均
気

温
を
記
録
し
、
11
月
に
は
降
雹
等
、
自
然
災
害
に
翻
弄
さ
せ

ら
れ
た
一
年
で
し
た
。 

こ
う
し
た
中
、
豊
橋
市
の
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
福

井
直
子
氏
が
愛
知
ア
グ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ド
、
農
業
経
営
士
の
水

谷
一
江
氏
が
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
事
業
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
御
受
賞
さ
れ
、
東
三
河
地
域
の
皆
様
が
、
本
県
農
業
の

推
進
役
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
、
ま
さ
に
証
明
さ
れ
ま
し

た
。 農

業
改
良
普
及
課
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
５
年
間
を
活
動

期
間
と
し
た
普
及
指
導
基
本
計
画
に
従
い
活
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
に
I

C

T
や
A

I
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
農
業
の
急
速
な
進
展
、
T

P

P

11
、
E

U
と
の
E

P

A

発
効
な
ど
経
営
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

令
和
２
年
度
に
は
こ
の
５
年
間
の
活
動
を
総
括
し
、
こ
う

し
た
変
化
を
踏
ま
え
て
、
令
和
７
年
を
目
標
年
次
と
す
る
新

た
な
普
及
指
導
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
刻
々
と
変
わ
る

新
し
い
時
代
に
対
応
し
成
果
が
上
が
る
普
及
事
業
と
す
る
た

め
、
関
係
機
関
、
団
体
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
し
っ
か
り
伺

い
な
が
ら
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
密
着
し
た
普
及
活
動

を
展
開
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

農業経営士・農村生活アドバイザー・青年農業士の認定者紹介 

課長 
山﨑 一郎 

〇農業経営士 

＜豊橋市＞ 
村田  智則（露地野菜） 
鈴木  義弘（果樹） 
河合  保雄（施設野菜） 
勘解由 雅通（施設野菜） 
 
＜豊川市＞ 
小野  卓也（水田作） 
 
＜蒲郡市＞ 
大森  千彰（果樹） 
竹内  基郎（施設野菜） 

〇農村生活アドバイザー 

＜豊橋市＞ 
近藤 早苗（果樹） 
鈴木 由紀（露地野菜） 
 
＜蒲郡市＞ 
大森  広美（果樹） 
 
〇青年農業士 

＜豊橋市＞ 
野口 竜司（酪農） 
夏目 直樹（施設野菜） 
 
＜豊川市＞ 
木下 淳（施設野菜） 
酒井 亮（施設野菜） 
 
＜蒲郡市＞ 
小林 憲明（果樹） 

↑三士認定式にて知事と認定者（上から 
農業経営士、アドバイザー、青年農業士） 
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新しい技術の紹介 

豊
橋
市
の
水
谷
一
江
氏
が 

 

全
国
優
良
経
営
体
表
彰
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞 

 
 

 

令
和
元
年
度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰 

生
産
技
術
革
新
部
門
で
豊
橋
市
の
い
ち

ご
生
産
者
水
谷
一
江
氏
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、12
月
５
日
に
第
22
回
全

国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
し
ず
お
か｣

に
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
優
良
経
営
体
表
彰
は
経
営
改
善
計
画
（
認 

定
農
業
者
）
に
基
づ
く
表
彰
事
業
で
、
生
産
技
術 

革
新
部
門
は
経
営
に
お
け
る
先
進
的
な
生
産
技
術 

の
活
用
に
関
す
る
部
門
で
す
。 

受
賞
の
理
由
と
し
て
、
新
し
い
技
術
や
情
報
を 

自
分
で
技
術
試
験
し
、
有
用
性
が
確
認
さ
れ
た
資 

材
を
産
地
に
情
報
発
信
し
、
地
域
の
生
産
力
向
上 

に
寄
与
し
た
取
組
や
、
ベ
ン
チ
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ 

作
業
通
路
を
確
保
し
つ
つ
栽
植
密
度
を
増
加
さ
せ
、 

高
収
量
実
現
と
施
設
の
高
度
利
用
が
可
能
と
な
る 

「
吊
り
下
げ
式
の
移
動
式
ベ
ン
チ
」
を
開
発
し
た 

優
れ
た
技
術
開
発
力
等
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

管内農業の話題 

豊
橋
市
の
福
井
直
子
氏
が
愛
知
農
業
賞
を
受
賞 

 
 

12
月
23
日
に
愛
知
農
業
賞
（
あ
い
ち
ア
グ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ド
）
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
豊
橋
市
の
（
有
）
み
ず
ほ
農
産
の
福
井
直
子
氏
が
農
業
・
農
村
振
興
部
門

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
農
業
賞
は
「
山
崎
賞
」
、
「
岩
槻
賞
」
の
流
れ
を
汲

む
本
県
の
農
業
・
農
村
振
興
へ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
公
益

財
団
法
人
愛
知
県
農
業
振
興
基
金
の
事
業
で
す
。 

受
賞
理
由
と
し
て
、
地
域
に
適
し
た
転
作
作
物 

と
し
て
稲
発
酵
粗
飼
料
（
稲
W
C
S
）
を
導
入
し 

た
こ
と
、
女
性
農
業
者
の
情
報
交
換
組
織
を
設
立 

し
た
こ
と
、
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
消 

費
者
向
け
の
農
業
講
座
を
開
設
し
た
こ
と
、
農
業 

委
員
と
し
て
女
性
農
業
委
員
の
登
用
促
進
に
尽
力 

し
て
い
る
こ
と
、
小
学
校
へ
農
業
教
育
を
続
け
て 

い
る
こ
と
な
ど
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

柔
ら
か
さ
の
持
続
す
る
「
愛
知
糯
１
２
６
」 

取
り
組
み
が
始
ま
る 

 

豊
橋
市
で
水
稲
も
ち
品
種
「
愛
知
糯
１
２
６
号
」
を
敷
島
製
パ
ン
（
P
A
S

C
O
）
と
契
約
栽
培
す
る
取
組
が
始
ま
り
、
本
年
度
は
２
戸
の
農
家
が
2.5
ha
で

栽
培
を
行
い
ま
し
た
。 

「
愛
知
糯
１
２
６
号
」
は
県
農
業
総
合
試
験 

場
山
間
農
業
研
究
所
が
育
成
し
た
品
種
で
、
で 

ん
ぷ
ん
構
造
の
改
良
に
よ
り
糯
の
柔
ら
か
さ
が 

画
期
的
に
持
続
す
る
た
め
、
も
ち
も
ち
感
の
あ 

る
米
粉
パ
ン
や
、
硬
く
な
り
に
く
い
和
菓
子
を 

作
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
の
試
験
栽
培
で
、
多
収
で
品
質
も
優 

れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
格
的
な 

栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
農
業
改
良
普
及
課
で 

は
多
収
な
栽
培
法
を
検
討
し
、
支
援
を
行
っ
て 

い
ま
す
。 

高
温
期
の
定
植
時
に
夜
冷
を
実
施
す
る 

デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
農
家
が
増
加 

  

Ｊ
Ａ
豊
橋
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
部
会
で
は
、
８
月
定
植
の
作
型
に
お
い
て
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
で
夜
間
に
冷
房
す
る
「
夜
冷
」
を
実 

施
す
る
農
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
、
夜
冷
を
行
っ
た
生
産
者
を
対
象
に
普 

及
課
が
調
査
し
た
結
果
、
１
番
花
の
生
育
や
切
り 

花
の
品
質
が
向
上
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
結
果 

を
部
会
員
に
報
告
し
ま
し
た
。 

今
年
度
、
暖
房
用
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
し 

て
い
る
生
産
者
に
対
し
、
８
月
定
植
で
の
夜
冷
を 

推
進
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
７
戸
が
夜
冷
を
開
始
、 

全
部
会
員
の
約
半
数
の
12
戸
が
取
り
組
み
ま
し
た
。 

生
産
者
か
ら
は
「
夏
の
猛
暑
で
効
果
を
心
配
し
た 

が
、
１
番
花
の
草
丈
が
長
く
、
夜
冷
し
て
よ
か
っ 

た
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

愛知糯 126 号栽培圃場の様子 

農林水産副大臣(右)と水谷氏(右２人目) 

夜冷処理をしたデルフィニューム 

新しい品種・技術の紹介 

表彰式にて福井氏(中央) 


